
１０月２５日、核兵器禁止条約・発効に必要な
国連 ５０カ国の批准達成

来年１月２２日に正式に発効の日を迎えます
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ヒロシマ・ナガサキから ７ ５年

被 爆 者 の 願 い 大 き く 前 進 …

広島市長・県知事・被団協など市民も参加し原爆ドームの前で、そして長崎平和祈念像の前でも

今
月
・
10
月
の
始
め
に
は
、
国
連
の
核
兵
器
禁

止
条
約
発
効
に
必
要
な
50
ヵ
国
ま
で
あ
と
４
ヵ
国

で
し
た
。
そ
れ
が
つ
い
に
50
ヵ
国
に
到
達
し
ま
し

た
。
10
月
25
日
は
核
兵
器
の
廃
絶
と
平
和
を
願
う

世
界
中
の
人
々
に
と
っ
て
記
念
す
べ
き
日
と
な
り

ま
し
た
。

杉
並
に
は
現
在
２
１
０
人
の
被
爆
者
の
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
１
９
５
４
年
の
ビ
キ
ニ
水
爆

実
験
で
は
、
杉
並
か
ら
い
ち
早
く
、
水
爆
禁
止
の

署
名
運
動
が
わ
き
起
こ
り
ま
し
た
。
運
動
に
直
接

携
わ
っ
た
方
々
の
多
く
は
す
で
に
故
人
と
な
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
日
が
来
る
の
を
願
っ
て
い
た

は
ず
で
す
。

世
界
で
唯
一
の
被
爆
国
（
戦
争
被
爆
）
で
あ
る

日
本
の
政
府
は
、
国
連
で
の
一
連
の
動
き
に
背
を

向
け
、
大
切
な
会
議
を
欠
席
し
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
こ
の
期
に
及
ん
で
も
、
「
核
保
有
国
と
の
橋

渡
し
を
す
る
」
「
国
際
社
会
の
取
り
組
み
を
リ
ー

ド
す
る
」
な
ど
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
実
効
あ
る

努
力
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

日
本
政
府
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

す
で
に
架
け
ら
れ
て
い
る
「
核
廃
絶
と
い
う
大
橋
」

を
渡
る
こ
と
で
す
。

（
Ｋ
）



毎年、７月の暑いなか、産業商工会館で開催てい

た杉並ピースフォーラム（戦争・原爆・原発・平和

と憲法を考える展示とイベント）は、新型コロナウ

イルスまん延の中で、一堂に会しての開催ができな

くなってしまいました。

けれども今年は、沖縄戦・広島・長崎被爆・大空

襲そして敗戦から７５年目にあたります。しかも、

国連では、核兵器禁止条約が発効するかどうかの瀬

戸際に立っていました。長年、平和を守るためにが

んばってきた私たち教職員・ＯＢ、区民のあゆみを

ここで止めるわけにはいきません。

そこで、今年は、多くの方々の平和への思いや願

いを結集して、このような「すぎなみ平和パンフレット・２０２０ＤＯＣＵＭＥ

ＮＴ」を作成することとしました。教職員ＯＢの力も借りて、８月・９月の猛暑

の中、執筆に、聞き取りに、編集にがんばりました。１２月１２日、印刷完了、

届いた冊子をよく見ると、不十分なところや訂正したいところが多々ありました。

小関啓子さんのエッセーは、前号に早々掲載させてもらいましたが、その他、

是非目を通していただき、感想などあったら寄せてください。最後の３ページ、

「２０世紀・２１世紀年表」は、日清・日露から敗戦まで戦争に明け暮れた５１

年間より、平和憲法のもと平和を守りぬいた戦後７５年の方が２４年も長いこと

に、改めて確信を持ち合いたいと思います。年表にご自身や家族の歴史を記入し

たり、西暦と年号の確認などに活用ください。

杉 退 教 た よ り ２０ ２ ０年 １１ 月２ 日 №１ ７０ （ ２ ）

平和パンフ １冊同封しました。（すでにお渡しいた方は除いて・・・）

ゆきとどいた教育を求める署名にご協力ください
◎ 一日も早く３０人学級の実現を！ ◎ 当面、全学年３５人学級に！

◎ 教育予算をもっと増やして！ 署名用紙１枚同封しました。

都議会宛（左）衆参議長宛（右）一人２か所署名してください。

用紙が不足したら署名の面のみコピーしてください。

１２月末までに都教組杉並支部退教宛郵送ください。切手代後日返還します。



前 田 美 那 子 さ んから嬉 しい お 便 り…

世田谷上野毛 元向陽中

杉 退 教 た よ り ２０ ２ ０年 １１ 月２ 日 №１ ７０ （ ３ ）

二
〇
二
〇
年

杉
並
平
和
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
届
き
ま
し
た

自
粛
と
い
う
風
潮
の
中
で
、
平
和
の
運
動
を
次
世
代
に
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
、
皆
さ
ん
の
底
力
で
作
ら
れ
た
平
和
パ
ン

フ
。
今
日
、
早
川
美
和
子
さ
ん
か
ら
届
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新

し
い
委
員
さ
ん
も
加
わ
り
、
「
平
和
」
に
つ
い
て
、
市
民
の
心
と
眼

で
本
気
で
考
え
る
取
り
組
み
に
ふ
れ
て
、
世
田
谷
の
空
の
下
で
脱
帽

で
す
。

「
平
和
三
原
則
」
の
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
長
年
に
わ
た
り
、

ア
ベ
氏
は
、
八
月
六
日
（
ヒ
ロ
シ
マ
）
九
日
（
ナ
ガ
サ
キ
）
で
「
平

和
三
原
則
を
守
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
」
と
言
い
続
け
て
き
ま
し
た
。

①
核
兵
器
を
持
た
ず

②
作
ら
ず

③
持
ち
込
ま
せ
ず
・
・
・

③
持
ち
込
ま
せ
ず

→

●
持
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

日
米
の
ト
ッ

プ
が
決
め
て
米
軍
が
岩
国
、
沖
縄
、
横
須
賀
港
（
イ
ー
ジ
ス
艦
）

毎
年
、
同
じ
言
葉
（
口
先
の
み
）
を
使
い
続
け
て
き
ま
し
た
。
市

民
の
眼
と
心
で
、
ニ
ュ
ー
ス

の
チ
ェ
ッ
ク
と
意
見
表
明
が

―
―

と
思
う
こ
と
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

色
々
活
動
の
あ
る
中
で
、

杉
並
の
底
力
に
今
後
も
期
待

し
て
お
り
ま
す
。
関
係
者
の

皆
様
に
も
よ
ろ
し
く
お
伝
え

く
だ
さ
い
。

切
手
カ
ン
パ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
係

期
待
す
べ
き
は
野
党
連
合
政
権

岸

正
幸

久
我
山

元
沓
掛
小

憲
法
改
悪
を
最
大
の
目
的
に
、
七
年
八
ヵ
月

に
わ
た
っ
て
政
権
の
座
に
つ
い
て
い
た
安
倍
内

閣
が
つ
い
に
終
焉
を
迎
え
た
。

表
向
き
は
「
病
気
の
た
め
」
だ
が
、
内
政
、

外
交
と
も
に
、
に
っ
ち
も
さ
っ
ち
も
い
か
な
い
、

末
期
的
症
状
が
そ
う
さ
せ
た
の
だ
と
思
う
。

戦
争
法
の
ゴ
リ
押
し
を
し
て
も
、
憲
法
そ
の

も
の
に
は
指
一
本
触
れ
さ
せ
な
か
っ
た
。
中
国
、

ロ
シ
ア
、
ア
メ
リ
カ
に
は
、
屈
辱
的
な
外
交
姿

勢
に
終
始
。
コ
ロ
ナ
対
策
で
は
、
全
国
一
斉
休

校
で
混
乱
を
招
く
、
国
民
が
必
要
と
し
な
い
ア

ベ
ノ
マ
ス
ク
の
配
布
。
コ
ロ
ナ
を
全
国
に
広
げ

る
Ｇ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
ト
ラ
ベ
ル
と
、
無
能
を
さ
ら
け
出

し
た
。

政
策
を
任
せ
ら
れ
な
い
な
か
で
、
政
権
を
投

げ
出
し
た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

菅
政
権
は
こ
れ
ら
を
「
引
き
継
ぐ
」
と
い
う
。

い
ま
我
々
が
期
待
す
べ
き
こ
と
は
何
だ
ろ
う
か
。

一
刻
も
早
く
「
野
党
連
合
政
権
」
を
打
ち
立
て

る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
杉
並
年
金
者
組
合
ニ
ュ
ー
ス
10
月
号
よ
り
）



杉 退 教 た よ り ２０ ２ ０年 １１ 月２ 日 №１ ７０ （ ４ ）

１１月２９日（日）の八王子・滝山

城址へのハイキングとお食事会は中止

とします。いつの日かコロナが落ち着

いたらまたご一緒しましょう。 レク係 菅原 春枝

お天気上々の１０月３１日・土曜日ぶらり

出かけてみました。杉並からだとバスが便

利です。荻窪や阿佐ヶ谷から乗車します。

この日は、阿佐ヶ谷始発の西武バス・長

久保行きに乗りました。（駅南口：右手）

できれば平日の通勤時間帯を避けた１０

時頃乗るのがいいですね。荻窪・上井草を

経由して行きますが、途中かなり狭い道を

通るので意外と時間がかかります。

下車するのは①「三宝寺池前」です。電

車や他の路線だと「石神井池」に近くなりま

すが、三宝寺池を散策するにはこのバス路

線が最適です。

バスを降りたら、進行方向、左手の三宝

寺池へと向かいます。池を右から回るか左

から回るか・・・どちらからでも結構。この日

は左側から池めぐりをしました。以前とはち

がって足もとはすべて木道になっているの

で快適です。右手石段を上ると②③石神

井城址。氷川神社社殿があります。池に沿っ

てさらに進むと④厳島神社。（神社右手に

入って東屋で一休み）④～⑧へと湧水や

水鳥、植物を観察しながら⑨石神井池池

畔の散歩になります。帰りは⑪から荻窪・阿

佐ヶ谷行のバスに乗りますがちょっと歩いて

駅前から始発に乗りましょう。ついでにお茶

かお蕎麦でも。

私は手打ちそば屋

「雷鳥」で一杯。

旅人：髙木でした。

石神井公園駅へ

①

②③
④

⑤

⑥
⑦ ⑧ ⑨

⑩

①三宝寺池バス停

②石神井城址
③氷川神社
④厳島神社
右手に東屋

⑤⑥湧水
汲み上げか

⑦植物水鳥観察
⑧お休み処

豊島屋
⑨モニュメント
⑩貸しボート

乗り場
⑪阿佐ヶ谷・
荻窪行バス停

⑪


